
12

１
５

　

11
月
は
糖
尿
病
予
防
月
間
で
す
。

糖
尿
病
は
、
血
糖
を
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
す
る
ホ
ル
モ
ン
の
分
泌
や
働
き

が
低
下
す
る
も
の
で
、
血
糖
値
が

上
昇
し
、
様
々
な
合
併
症
を
引
き

起
こ
す
原
因
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

市
で
は
、
糖
尿
病
の
早
期
発
見

を
目
的
に
、
糖
負
荷
検
査
を
実
施

し
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
健
康
増
進
課
（
中
央
保
健
セ
ン

タ
ー
）
☎
㉗
２
１
１
２

無
料
で
予
約
の
必
要
は
あ
り
ま
せ

ん
。
各
地
域
の
人
権
擁
護
委
員
が

相
談
に
応
じ
、
秘
密
は
厳
守
し
ま

す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●
日
時
・
会
場　

▽
12
月
４
日
㈮

午
前
10
時
〜
午
後
３
時
／
東
公
民

館
（
東
釜
子
）　

▽
12
月
５
日
㈯

午
前
10
時
〜
午
後
４
時
／
中
央
公

民
館
（
天
神
町
）、
午
前
10
時
〜

午
後
４
時
／
表
郷
公
民
館
（
表
郷

番
沢
）、
午
前
９
時
〜
正
午
／
大

信
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
（
大

信
町
屋
）

※
委
員
の
ほ
か
、
中
央
公
民
館
は

司
法
書
士
、
東
庁
舎
は
弁
護
士

（
午
前
の
み
）
が
相
談
に
応
じ
ま

す
。

問
白
河
人
権
擁
護
委
員
協
議
会

（
白
河
法
務
局
内
）
☎
㉒
１
２
０
１

▽
県
民
手
帳
（
横
罫
版
・
カ
レ
ン

ダ
ー
版
）　

各
５
０
０
円　

▽
県
勢
要
覧　

１
、５
０
０
円

●
申
込
先　

本
庁
舎
企
画
政
策
課

※
各
庁
舎
等
で
購
入
を
希
望
す
る

場
合
は
、
事
前
に
同
課
ま
で
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

問
本
庁
舎
企
画
政
策
課　

内
２
３

２
７

中
、
狩
猟
者
は
ル
ー
ル
を
守
り
、

周
り
に
十
分
注
意
し
て
狩
猟
を
し

て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
狩
猟
が
で

き
る
の
は
、
狩
猟
免
許
と
登
録
証

を
所
持
す
る
方
に
限
ら
れ
、
そ
れ

以
外
の
方
が
狩
猟
す
る
と
法
律
で

罰
せ
ら
れ
ま
す
。

問
本
庁
舎
農
林
整
備
課　

内
２
２

２
７

　

11
月
は
児
童
虐
待
防
止
推
進
月

間
で
す
。
児
童
虐
待
は
、
社
会
全

体
で
解
決
す
べ
き
問
題
で
す
。
虐

待
と
思
っ
た
ら
、
す
ぐ
に
連
絡
し

て
く
だ
さ
い
。

●
全
国
共
通
ダ
イ
ヤ
ル(

お
近
く

の
児
童
相
談
所
を
案
内
し
ま
す)

☎
１い

ち

８は
や

９く　

※
連
絡
は
、
匿
名
で

行
う
こ
と
も
可
能
で
、
秘
密
は
厳

守
し
ま
す
。

問
本
庁
舎
こ
ど
も
課　

内
２
７
３

３
／
家
庭
児
童
相
談
室
☎
㉒
１
１

５
０
／
県
中
児
童
相
談
所
白
河
相

談
室
☎
㉒
５
６
４
８

12
月
４
日
か
ら
10
日
ま
で
の

「
人
権
週
間
」
に
ち
な
み
、
特
設

相
談
所
を
開
設
し
ま
す
。
相
談
は

７
５　

東
☎
34
３
１
４
６

　

11
月
12
日
か
ら
25
日
ま
で
は
、

「
女
性
に
対
す
る
暴
力
を
な
く
す

運
動
」
の
推
進
期
間
で
す
。
配
偶

者
か
ら
の
暴
力
や
ス
ト
ー
カ
ー
行

為
、
セ
ク
シ
ャ
ル
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

な
ど
、
ど
の
よ
う
な
暴
力
で
も
我

慢
せ
ず
、
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

問
内
閣
府
Ｄ
Ｖ
相
談
ナ
ビ
（
お
近

く
の
相
談
窓
口
を
案
内
し
ま
す
）

☎
０
５
７
０

０

５
５
２
１
０

●
日
時　

12
月
８
日
㈫
／
午
後
１

時
〜
３
時

●
会
場　

棚
倉
町
保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー
（
棚
倉
町
大
字
棚
倉
）

●
内
容　

義
肢
な
ど
補
装
具
の
処

方
、
診
察
お
よ
び
医
療
相
談

●
担
当
医
師　

白
河
厚
生
総
合
病

院
副
院
長
兼
整
形
外
科
部
長　

鈴す
ず

木き

幹み
き
お夫
氏

●
持
参
品　

身
体
障
が
い
者
手
帳

（
お
持
ち
の
方
）
お
よ
び
印
鑑

●
申
込
期
限　

12
月
１
日
㈫
ま
で

問
本
庁
舎
社
会
福
祉
課　

内
２
７

　

次
の
投
票
区
で
、
投
票
所
が
変

更
に
な
り
ま
す
。
必
ず
投
票
所
入

場
券
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

●
投
票
所
変
更
箇
所　

▽
第
６
投

票
区　

り
ぶ
ら
ん（
市
立
図
書
館
）

※
マ
イ
タ
ウ
ン
白
河
が
改
修
工
事

の
た
め
変
更　

▽
第
16
投
票
区　

白
四
小　

※
サ
ン
フ
レ
ッ
シ
ュ
白

河
が
ふ
く
し
ま
駅
伝
の
中
継
所
と

な
る
た
め
変
更

●
投
票
日　

11
月
15
日
㈰

問
市
選
挙
管
理
委
員
会　

内
２
５

１
０

　

「
白
河
市
奨
学
資
金
・
大
学
入

学
一
時
金
」
の
申
請
を
、
次
に
よ

り
受
け
付
け
ま
す
。

《
奨
学
資
金
貸
与
》

●
資
格　

次
の
す
べ
て
に
該
当
す

る
方

①
平
成
28
年
度
に
高
等
学
校
、
高

等
専
門
学
校
、
大
学
お
よ
び
専
修

学
校
に
進
学
を
予
定
し
て
い
る
方

ま
た
は
在
学
し
て
い
る
方

②
市
内
に
引
き
続
き
１
年
以
上
住

⑤
世
帯
に
市
税
等
の
滞
納
が
な
い

方⑥
国
、
県
ま
た
は
他
の
団
体
か
ら

給
付
型
の
奨
学
資
金
を
受
け
て
い

な
い
方

●
支
給
月
額　

①
文
系
学
部
に
在
籍
す
る
学
生　

３
万
円

②
理
系
学
部
に
在
籍
す
る
学
生　

５
万
円

●
募
集
人
数　

各
学
部
２
人
以
内

《
大
学
入
学
一
時
金
貸
付
金
》

●
資
格　

次
の
す
べ
て
に
該
当
す

る
方

①
平
成
28
年
４
月
に
、
大
学
に
進

学
を
予
定
し
て
い
る
生
徒
・
学
生

の
保
護
者

②
市
内
に
３
年
以
上
居
住
し
て
い

る
方

③
市
内
に
居
住
し
、
独
立
の
生
計

を
営
ん
で
い
る
連
帯
保
証
人
が
２

人
い
る
こ
と

●
貸
与
額
（
無
利
息
）　

70
万
円

以
内　

※
医
師
・
歯
科
医
師
課
程

は
１
０
０
万
円
以
内

＝
共
通
事
項
＝

●
申
込
期
間　

11
月
16
日
㈪
〜
12

月
25
日
㈮

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先　

本
庁
舎
教
育
総
務
課　

内
２
３
５

１
／
各
庁
舎
教
育
振
興
課　

表
郷

☎
32
４
７
８
２　

大
信
☎
46
３
９

所
が
あ
る
方
（
進
学
を
目
的
と
し

て
市
外
に
住
所
を
移
転
し
て
い
る

場
合
は
、
住
所
を
移
転
す
る
ま
で

引
き
続
き
１
年
以
上
市
内
に
住
所

が
あ
っ
た
方
）

③
市
内
に
居
住
し
、
独
立
の
生
計

を
営
ん
で
い
る
連
帯
保
証
人
が
２

人
い
る
こ
と
（
そ
の
う
ち
１
人
は

保
護
者
ま
た
は
こ
れ
に
代
わ
る
方
）

④
国
、
県
ま
た
は
他
の
団
体
か
ら

奨
学
資
金
の
貸
与
や
給
付
を
受
け

て
い
な
い
方

●
貸
与
月
額
（
無
利
息
）

①
高
等
学
校
・
高
等
専
門
学
校
生

３
万
円
以
内

②
専
修
学
校
生
（
専
門
課
程
で
修

業
年
限
２
年
以
上
）　

４
万
円
以

内③
大
学
生　

５
万
円
以
内

《
奨
学
資
金
給
付
（
白
河
市
ガ
ン

バ
ル
し
ら
か
わ
人
奨
学
資
金
支

給
）》

●
資
格　

次
の
す
べ
て
に
該
当
す

る
方

①
平
成
28
年
４
月
に
大
学
に
進
学

す
る
予
定
の
方

②
市
内
に
３
年
以
上
住
所
が
あ
る

方③
品
行
方
正
で
、
学
習
意
欲
が
高

く
、
学
業
成
績
が
特
に
優
秀
な
方

④
経
済
的
な
理
由
で
学
資
の
負
担

が
困
難
な
方

８
　

カ
ナ
ダ
人
講
師
を
招
き
、
ゲ
ー

ム
を
通
し
て
国
際
理
解
を
深
め
る

講
座
を
開
催
し
ま
す
。

●
日
時　

11
月
28
日
㈯
／
午
前
10

時
〜
11
時
30
分

●
会
場　

本
庁
舎
正
庁
（
５
階
）

●
内
容　

▽
テ
ー
マ　

「
外
国
人

と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」　

▽
講
師　

福
島
県
国
際
交
流
協
会

所
属
国
際
交
流
員　

大お
お
や屋
直な

お
み美
氏

●
定
員　

60
人　

※
先
着
順　

●
参
加
料　

無
料

●
申
込
期
間　

11
月
16
日
㈪
〜
25

日
㈬

●
申
込
方
法　

電
話
ま
た
は
Ｅ
メ

ー
ル
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

市
国
際
交
流
協
会
事
務
局
（
本
庁

舎
企
画
政
策
課
内
）　

内
２
３
２

６
／
Ｅ
メ
ー
ル　

kokusai-kor
yu@

city.shirakaw
a.fukush

im
a.jp　

11
月
15
日
か
ら
平
成
28
年
２
月

15
日
ま
で
（
猪

い
の
し
しは
３
月
15
日
ま
で
）

狩
猟
が
解
禁
に
な
り
ま
す
。
期
間

　

認
知
症
に
つ
い
て
正
し
い
知
識

を
持
ち
、
本
人
や
家
族
を
見
守
る

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
を
養
成
す
る

講
座
を
開
催
し
ま
す
。

●
日
時　

11
月
26
日
㈭
／
午
後
１

時
30
分
〜
３
時
30
分

●
会
場　

認
知
症
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

ル
ー
ム（
レ
ジ
デ
ン
ス
楽
市
１
階
）

●
定
員　

20
人　

※
先
着
順

●
申
込
期
限　

11
月
12
日
㈭
ま
で

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

本
庁
舎
高
齢
福
祉
課　

内
２
７
３

広報白河　2015.11.１（H27） 広報白河　2015.11.１（H27）21 20

案
内 ホームページアドレス

http://www.city.shirakawa.fukushima.jp/
問＝問い合わせ先
内＝内線番号
◇本 庁 舎　八幡小路７-１　　  ☎㉒1111/Fax㉗2577
◇表郷庁舎　表郷金山字長者久保２　☎322111/Fax322234
◇大信庁舎　大信増見字北田58　☎462111/Fax462409
◇東 庁 舎　東釜子字殿田表50　☎342111/Fax343584

ジジ ドアドレ

くらしの
情 報 館

児
童
虐
待
防
止
推
進
月
間

女
性
に
対
す
る
暴
力

を
な
く
す
運
動

肢
体
不
自
由
者
巡
回

相
談
会

狩
猟
解
禁

奨
学
資
金
・
大
学
入

学
一
時
金

福
島
県
議
会
議
員
一
般

選
挙
投
票
所
の
変
更

県
民
手
帳
・
県
勢
要
覧

販
売
中

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

国
際
理
解
講
座

人
権
な
ん
で
も
相
談

糖
尿
病
予
防
月
間
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料
試
食
会
な
ど

問
黒
羽
刑
務
所
☎
０
２
８
７

５

４

１
１
９
８

●
日
時　

11
月
28
日
㈯
／
午
後
３

時
か
ら

●
会
場　

ホ
テ
ル
サ
ン
ル
ー
ト
白

河
（
新
白
河
駅
前
）

●
内
容　

▽
講
演　

「
宮み

や
ざ
わ沢
賢け

ん
じ治

に
学
ぶ　

人
間
学
と
し
て
の
大
成
」

▽
講
師　

顧
問　

渡わ
た
な
べ邉
五ご

ろ
う
さ
ぶ
ろ
う

郎
三
郎

氏●
入
場
料　

5
０
０
円
（
塾
生
無

料
）

問
（
公
財
）
立
教
志
塾
☎
㉓
１
４

２
７

●
日
時　

11
月
29
日
㈰
／
午
前
11

時
か
ら　

●
会
場　

大
統
寺
（
馬
町
）

●
内
容　

▽
蝶ち

ょ
う
か
ろ
う

花
楼
馬ば

ら
く楽
師
匠
の

落
語
会　

▽
浅
草
老
舗
「
駒
形
ど

ぜ
う
」
主
人
の
そ
ば
打
ち
と
食
事

会●
定
員　

各
60
人

●
参
加
料　

無
料

●
申
込
期
限　

11
月
20
日
㈮
ま
で

問
大
統
寺
☎
㉓
２
７
２
３

時
〜
午
後
４
時
30
分　

※
予
約
不

要●
会
場　

中
央
公
民
館
（
天
神
町
）

●
内
容　

離
婚
、
相
続
、
土
地
・

建
物
、
金
銭
等
を
巡
る
問
題
な
ど

※
秘
密
厳
守

問
白
河
調
停
協
会
（
福
島
家
庭
裁

判
所
白
河
支
部
内
）
☎
㉒
５
５
５
５

　

旗
宿
産
そ
ば
粉
の
手
打
ち
新
そ

ば
の
ほ
か
、
農
産
物
の
販
売
な
ど

を
行
い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ

さ
い
。

●
日
時　

11
月
21
日
㈯
・
22
日
㈰

／
午
前
10
時
〜
午
後
３
時　

●
会
場　

関
の
森
公
園
（
旗
宿
）

問
旗
宿
そ
ば
生
産
組
合　

小こ
ま
つ松
☎

０
９
０

３
１
２
６

８
０
２
４

●
日
時　

11
月
23
日
㈷
／
午
前
９

時
か
ら
（
８
時
30
分
受
付
開
始
）

●
集
合
場
所　

す
ぱ
ー
く
表
郷

（
表
郷
番
沢
）

●
内
容　

天
狗
山
の
登
山
、
記
念

品
お
よ
び
豚
汁
の
提
供
、
ゴ
ー
ル

後
お
楽
し
み
抽
選
会
等　

※
当
日

受
付
で
、
抽
選
券
を
配
付
し
ま
す
。

●
参
加
料　

５
０
０
円

問
お
も
て
ご
う
里
山
ク
ラ
ブ　

山や
ま

寺で
ら

☎
０
８
０

５
７
４
０

１
２

７
４

　

大
正
琴
を
聞
き
な
が
ら
、
野
出

島
産
そ
ば
粉
の
手
打
ち
新
そ
ば
を
、

ぜ
ひ
ご
賞
味
く
だ
さ
い
。

●
日
時　

11
月
23
日
㈷
／
▽
午
前

の
部　

午
前
11
時
か
ら　

▽
午
後

の
部　

午
後
０
時
30
分
か
ら　

※

午
前
・
午
後
の
部
と
も
１
０
０
食

●
会
場　

東
多
目
的
研
修
セ
ン
タ

ー
（
東
下
野
出
島
）

●
参
加
料　

前
売　

１
、５
０
０

円
（
新
そ
ば
、
天
ぷ
ら
、
郷
土
料

理
）　

※
当
日
は
３
０
０
円
増

問
野
出
島
地
域
活
性
化
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト　

本ほ
ん
ぐ
う宮
☎
０
９
０

４
８
８

５

２
９
２
４

●
日
時　

11
月
23
日
㈷
／
午
前
９

時
〜
午
後
３
時

●
会
場　

黒
羽
刑
務
所
（
栃
木
県

大
田
原
市
）

●
内
容

裁
判
員
制
度
の
紹
介
、

刑
務
所
内
の
見
学
、
刑
務
所
作
業

製
品
の
展
示
・
販
売
、
給
食
の
有

　

特
定
疾
患
患
者
と
慢
性
透
析
療

法
を
受
け
て
い
る
方
に
、
年
間
３

万
円
の
見
舞
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

今
年
度
、
ま
だ
申
請
を
行
っ
て
い

な
い
方
は
、
印
鑑
・
特
定
疾
患
医

療
等
の
受
給
者
証
（
平
成
27
年
４

月
１
日
現
在
で
の
資
格
が
確
認
で

き
る
も
の
）
・
本
人
ま
た
は
保
護

者
名
義
の
預
金
通
帳
を
、
本
庁
舎

社
会
福
祉
課
ま
た
は
各
庁
舎
地
域

振
興
課
へ
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

●
申
請
期
限　

12
月
28
日
㈪
ま
で

問
本
庁
舎
社
会
福
祉
課　

内
２
７

１
４

《
フ
ル
ー
ト　

佐さ
が
わ川
進し

ん
い
ち一
》

●
日
時　

11
月
15
日
㈰
／
午
後
４

時
〜
５
時

●
会
場　

え
き
か
ふ
ぇ
Ｓ
Ｈ
Ｉ
Ｒ

Ａ
Ｋ
Ａ
Ｗ
Ａ
（
郭
内
）
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●
入
場
料　

無
料

問
福
島
県
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
実
行

委
員
会　

遠え
ん
ど
う藤
☎
０
９
０

１
４

９
６

７
６
１
０

●
日
時　

11
月
15
日
㈰
／
午
前
８

時
30
分
〜
午
後
３
時
30
分

●
会
場　

五
箇
市
民
セ
ン
タ
ー

（
田
島
）

●
内
容　

大お
お
や谷
五ご

か

そ

ん

花
村
川
柳
句
会

表
彰
式
、
農
産
物
即
売
会
、
新
米

手
す
く
い
取
り
大
会
、
米
つ
ぶ
と

ば
し
大
会
、
ス
テ
ー
ジ
発
表
な
ど

問
住
み
よ
い
五
箇
を
つ
く
る
会

齋さ
い
と
う藤
☎
㉙
２
７
１
９

●
日
時　

11
月
15
日
㈰
／
午
前
10

時
〜
午
後
３
時
15
分

●
会
場　

中
央
公
民
館
（
天
神
町
）

●
内
容　

謡
曲
な
ど
の
発
表

●
入
場
料　

無
料

問
白
河
謡
曲
会　

福ふ
く
だ田
☎
㉒
１
４

２
１

●
日
時　

11
月
20
日
㈮
／
午
前
10

ま
ち
か
ど
伝
言
板   

白
河
市
長　

　

     

鈴
木　

和
夫

『
東
北
の
ミ
ケ
ラ
ン
ジ
ェ
ロ
』

市
長
の

手
控
え
帖

　

小
松
利
平
も
脱
藩
者
で
、
浅
川
町
の
福ふ

き

ざ

く

貴
作
に

住
み
つ
い
た
。
こ
こ
は
細
工
し
や
す
く
摩
耗
し

に
く
い
石
の
産
地
だ
っ
た
。
利
平
が
工
房
を
構

え
た
の
は
、
天
保
年
間
（
１
８
３
０
〜
４
４
）
の

頃
。
目
付
に
見
つ
か
ら
な
い
よ
う
細
心
の
注
意

を
払
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。
事
実
、
利
平
は
生
涯

自
己
の
名
前
を
刻
む
こ
と
は
な
か
っ
た
。

　

利
平
作
と
推
定
さ
れ
る
も
の
は
多
い
。
中
で

も
石
川
町
沢
井
八
幡
神
社
の
「
波
乗
り
兎う

さ
ぎ

」
は
面

白
い
。
左
右
異
な
る
波
に
ち
ょ
こ
ん
と
乗
る
兎

は
な
ん
と
も
可
愛
い
。
傑
作
は
、
棚
倉
町
八
槻

都
々
古
別
神
社
の
狛
犬
。
全
く
違
っ
た
顔
を
し

た
阿あ

像
と
吽う

ん

像
が
、
森
閑
と
し
た
境
内
に
鎮
座
す

る
。
全
国
を
股
に
か
け
た
高
遠
石
工
は
、
型
に
は

ま
ら
な
い
技
と
美
の
感
覚
を
身
に
つ
け
た
の
だ

ろ
う
。
利
平
は
、
寅
吉
・
和
平
へ
と
続
く
「
小

松
工
房
」
の
創
始
者
で
あ
り
、
高
い
技
術
と
強
い

精
神
を
持
つ
石
の
芸
術
家
だ
っ
た
。

　

寅
吉
は
１
８
４
４
年
石
川
町
に
生
ま
れ
、
利

平
の
も
と
に
弟
子
入
り
。
才
能
と
努
力
で
頭
角

を
現
す
。
小
松
家
の
養
子
と
な
り
工
房
を
継
ぐ
。

寅
吉
は
細
か
な
紋
様
や
透
か
し
彫
り
の
技
巧
を

得
意
と
し
た
。
ま
た
、
狛
犬
は
普
通
「
蹲そ

ん

踞き
ょ

」
し

て
い
る
が
、
雲
に
乗
り
空
を
飛
ぶ
「
飛
翔
獅
子
」

と
い
う
ス
タ
イ
ル
を
考
案
し
た
。
白
河
市
東
の

鹿
島
神
社
の
飛
狛
犬
は
そ
の
代
表
作
。
那
須
雲

照
寺
に
は
大
き
な
観
音
像
が
あ
る
。
慈
愛
に
満

ち
た
顔
と
細
密
を
極
め
た
彫
刻
。
裏
に
、「
彫
刻

人
小
松
布の

ぶ
た
か孝
」
と
刻
ま
れ
て
い
る
。
単
な
る
石

工
で
は
な
い
ぞ
、
と
の
誇
り
が
伝
わ
っ
て
く
る
。

　

石
川
街
道
沿
い
の
借
宿
羽
黒
神
社
。
参
道
に

意
匠
を
こ
ら
し
た
大
き
い
柵
と
開
き
扉
が
あ
る
。

そ
の
向
こ
う
に
松
平
定
信
の
詠
ん
だ
歌
碑
が
あ

る
。
だ
が
、
主
役
の
歌
碑
が
、
脇
役
の
前
で
か

す
ん
で
い
る
よ
う
に
見
え
る
。
歌
碑
は
東
京
の

　

何
年
か
前
、
京
都
に
出
張
し
た
折
の
こ
と
。
宿

の
仲
居
さ
ん
に
、
は
ん
な
り
と
し
た
京
言
葉
で
、

「
ど
ち
ら
か
ら
き
は
り
ま
し
た
」
と
聞
か
れ
た
。

東
北
な
ま
り
で
「
福
島
県
の
白
河
で
す
」。「
大
災

害
で
大
変
ど
し
た
な
」。
心
に
し
み
い
る
響
き
だ

っ
た
。
ひ
ょ
ん
な
こ
と
か
ら
、
彼
女
が
「
白
河
周

辺
に
、
狛こ

ま
い
ぬ犬
の
石
像
を
つ
く
り
は
っ
た
小
松
は
ん

と
か
い
う
お
方
は
い
ら
は
り
ま
せ
ん
で
し
た
か
」

と
言
う
。
多
分
小こ

ま

つ松
寅と

ら
き
ち吉
の
こ
と
で
し
ょ
う
と

答
え
た
が
、
こ
れ
に
は
驚
い
た
。
仲
居
さ
ん
は
狛

犬
に
興
味
が
あ
り
、
福
島
県
の
南
部
に
傑
作
を
残

し
た
名
石
工
の
こ
と
を
覚
え
て
い
た
ら
し
い
。

　

私
は
小
松
寅
吉
と
狛
犬
の
こ
と
は
よ
く
知
ら

な
か
っ
た
。
た
だ
、
郷
土
史
家
で
石
川
町
助
役
を

さ
れ
た
吉よ

し

田だ

利と
し
あ
き昭
さ
ん
か
ら
、
芸
術
性
・
独
創
性

の
高
い
名
人
が
い
た
こ
と
を
教
え
て
頂
い
た
こ

と
で
、
い
く
ら
か
知
識
が
あ
っ
た
。
人
に
歴
史
あ

り
。
寅
吉
に
は
小こ

ま

つ松
利り

平へ
い

と
い
う
師
匠
が
い
た
。

１
８
０
４
年
、
信
州
高
遠
藩
に
生
ま
れ
る
。
今
、

高
遠
町
は
伊
那
市
に
な
っ
て
い
る
。

　

高
遠
藩
は
、
会
津
松
平
家
の
祖
、
保ほ

し

な科
正ま

さ
ゆ
き之
が

こ
こ
で
成
長
し
、
幕
府
の
重
鎮
と
な
っ
た
こ
と
で

知
ら
れ
る
。
あ
で
や
か
な
桜
で
も
有
名
。
だ
が

小
藩
で
目
立
っ
た
産
業
も
な
い
。
藩
は
長
子
以

外
の
男
子
に
石
切
り
技
術
を
習
得
さ
せ
、
全
国
へ

出
稼
ぎ
に
出
す
。
稼
ぎ
の
一
部
を
「
運
上
金
」
と

し
て
納
め
さ
せ
た
。
中
に
は
他
国
に
定
住
し
家

庭
を
持
つ
石
工
も
い
た
。
藩
は
脱
藩
者
を
連
れ

戻
す
「
目
付
」
を
置
き
厳
し
く
取
り
締
ま
っ
た
。

石
屋
に
、
自
分
に
は
こ
れ
を
囲
む
柵
が
任
さ
れ
た
。

誇
り
高
い
大
職
人
は
こ
れ
に
腹
を
立
て
、
歌
碑

を
覆
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
は
と
言
わ
れ
て
い
る
。

反
骨
の
士
で
も
あ
っ
た
。

　

寅
吉
の
技
を
受
け
継
い
だ
の
が
小こ

ば
や
し林
和わ

へ

い平
。

１
８
８
１
年
石
川
町
に
生
ま
れ
、
工
房
に
丁で

っ

ち稚
と

し
て
入
る
。
寅
吉
の
工
芸
技
術
を
学
び
め
き
め

き
腕
を
あ
げ
た
。
そ
の
実
力
は
兄
弟
子
を
凌
い

だ
が
、
寅
吉
は
実
子
に
跡
目
を
継
が
せ
た
。
力
量

で
勝
る
和
平
の
心
中
は
複
雑
だ
っ
た
で
あ
ろ
う
。

だ
が
和
平
は
「
親
方
は
奥
州
一
の
石
工
だ
。
俺
は

一
番
弟
子
」
と
言
っ
て
い
た
。
二
人
に
は
確
執

も
あ
っ
た
が
、
強
い
師
弟
愛
で
結
ば
れ
て
い
た
。

　

和
平
は
師
匠
の
飛
翔
獅
子
を
継
承
し
つ
つ
、
独

自
の
味
わ
い
を
出
し
た
。
石
川
町
石
都
々
古
和

気
神
社
の
狛
犬
は
代
表
作
。
和
平
は
三
人
の
子

を
亡
く
し
た
。
吽
像
に
二
頭
の
子
獅
子
が
戯
れ
、

少
し
大
き
め
の
子
は
母
の
横
で
同
じ
方
向
を
睨

む
。
愛
嬌
の
あ
る
母
の
顔
と
無
邪
気
な
子
の
表

情
に
心
が
な
ご
む
。
親
子
像
は
愛
と
メ
ル
ヘ
ン

の
世
界
に
誘い

ざ
な

う
。
流や

ぶ

さ

め

鏑
馬
で
知
ら
れ
る
古
殿
八

幡
神
社
の
狛
犬
も
、
デ
ザ
イ
ン
性
、
彫
の
細
か
さ
、

ユ
ニ
ー
ク
な
尾
の
形
で
評
価
が
高
い
。
ル
ネ
サ

ン
ス
の
華
ミ
ケ
ラ
ン
ジ
ェ
ロ
も
、
石
工
の
工
房
で

腕
を
磨
い
た
。
小
松
工
房
は
「
東
北
の
ミ
ケ
ラ
ン

ジ
ェ
ロ
」
を
生
ん
だ
と
い
え
る
。

　

私
は
、
足
元
に
あ
る
歴
史
や
文
化
を
見
つ
め
直

し
、
こ
れ
を
磨
く
こ
と
が
大
事
と
言
い
続
け
て
き

た
。
近
代
化
・
効
率
化
の
中
で
、
地
域
の
伝
統
や

文
化
へ
の
関
心
が
薄
れ
、
消
え
よ
う
と
し
て
い
る

も
の
も
あ
る
。
地
方
創
生
と
は
、
わ
が
故
郷
を
よ

り
知
る
こ
と
か
ら
始
ま
る
。
自
分
た
ち
が
暮
ら

し
て
い
る
土
地
の
記
憶
に
耳
を
傾
け
る
こ
と
が
、

未
来
の
扉
を
開
く
鍵
に
な
る
と
思
う
。

案
内

中
心
市
街
地
活
性
化
事
業

ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト

第
112
回
白
河
謡
曲
会

素
謡
会

日
本
一
遅
い
山
開
き

天
狗
山
登
山

五
箇
ま
つ
り

無
料
調
停
相
談

黒
羽
矯
正
展

新
そ
ば
と
落
語

立
教
志
塾
講
演
会

新
そ
ば
ま
つ
り

新
そ
ば
交
流
会

特
定
疾
患
見
舞
金


